
■演題：　

■内容：1998年からインプラント治療に携わり、CTによる三次元診断やサージカルガイドの黎明

期を経験した梅田先生。そんな先生が未来を感じたのが、歯科用3Dプリンターとの出会

いでした。顎骨モデルやガイドを自ら出力し、安全で正確な手術を実現。その後もアラ

イナーやデンチャーなど幅広い臨床応用を探求しています。一方で、先生は日本の歯科

技工士不足という現実にも目を向けられています。歯科医自らが補綴物を作る時代に備

え、スピード・簡便性・低価格・小型化をキーワードに“現場で本当に使える機材”の

追求もしています。また、ジルコニアの硬さによる咬耗や破折リスクにも警鐘を鳴ら

し、素材の「やさしい強さ」を再考。技術に流されず、常に患者の未来を見据える姿勢

がとても印象的です！。今回の講演では、ラボ用大型プリンターとチェアサイド用小型

機の使い分け、そしてデジタル歯科の“今”を語ります。

■日時：

■会場：

講演者プロフィール

今回 の見どころ

参加登録はこちら

歯科用3Dプリンターの臨床活用
〜デジタルデンティストリーの現在地

歯科用3Dプリンターの臨床活用
〜デジタルデンティストリーの現在地

12月6日（土）　13:00〜14:30
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